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【各出発日 1 組限定】プライベートジェットとヘリコプターで行く 

 碧き島の宿 熊野別邸 中の島への旅 2 日間 

12 月 17 日（火）14：00 発売 
 

株式会社ジャルパック（本社：東京都品川区、代表取締役社長：平井 登、 以下「ジャルパック」）は、新たに貸切のプライベートジェットと

ヘリコプター、そしてまるごと島を貸し切る、プライベート感を満喫できるツアーを各出発日1 組限定で発売します。 

この特別なツアーでは、JAL ビジネスアビエーション株式会社の手配協力のもと、成田国際空港から南紀白浜空港までの移動をプライベートジェ

ットで、さらに南紀白浜空港からは貸切のヘリコプターで勝浦港に浮かぶ「中ノ島」ヘリポートへとご案内いたします。ご宿泊いただくのは、聖地熊野

をコンセプトにした隠れ家リゾート「碧き島の宿 熊野別邸 中の島」です。古から伝わる熊野信仰を舞台に、熊野の麓にある一島一旅館の全国で

も珍しい「紀の松島に浮かぶ天然温泉宿」です。このホテルのある島を完全に貸し切り、他では味わえない優雅でプライベートな空間をお楽しみい

ただけます。 

特別なひとときを過ごすための贅沢な旅を、ぜひご体験ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                   

                                   

 

                            ＊画像協力：朝日航洋株式会社                              

※画像は全てイメージです 

ツアーのポイント                         

●プライベートジェットを丸ごと 1 機貸切でチャーター。 

また、南紀白浜空港からホテル敷地内のヘリポートまで、貸切のヘリコプターでご移動いただきます。 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

 

 

＊画像協力：朝日航洋株式会社 

プライベートジェット（＊） ヘリコプター（＊） 

プライベートジェット機内（＊） 飛行ルート 
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●「碧き島の宿 熊野別邸 中の島」では、島を完全貸切でご用意。プライベートな空間をお届けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     新館「凪の抄」 広々とした 75 ㎡のラグジュアリーデラックス                   聖地熊野をテーマとした夕食 

 

 
波の音を聞きながらの源泉掛け流しの天然温泉         ヘリポートからホテルまでは徒歩で移動します。 

※画像は全てイメージです 

 

●ご自宅－成田国際空港のご移動は、往復専用のハイヤーをご用意します。 

●プライベートジェット機内にて、JAL ビジネスクラス搭載のオリジナルアメニティキットのご用意とウェルカムドリンクでお出迎えします。 

●1 グループにつき 5,000 マイルがたまります。（JMB 会員の代表者のみ） 

 

ツアー概要                             

●発売日：2024 年 12 月17 日（火）14：00 

●出発日：2025 年 3 月 3 日（月）、3 月 10 日（月）、3 月 17 日（月）、3 月 24 日（月） 

●出発地：成田国際空港 

●利用ホテル：碧き島の宿 熊野別邸 中の島 

●旅行代金：お一人様あたり 

2 名 1 室 3 名 1 室 4 名 1 室 4 名 2 室（※） 

7,900,000 円 5,400,000 円 4,100,000 円 4,300,000 円 

 ※2 名 1 室を 2 部屋のご利用となります。 

●Web サイト：https://www.jal.co.jp/jp/ja/domtour/kas/nakanoshima/index.html 

●旅行企画・実施：株式会社ジャルパック 

 

国内旅行、海外旅行のジャルパックは、2024 年度にブランド誕生 60 周年を迎えます。お客さまとのつながりを大切にし、これからは新しい旅をお客さまと一緒につくってまいります。ま

た、JAL グループの一員としてコンプライアンスを遵守し、社員一同団結して広く社会に貢献するべく努めてまいります。 

 


